
      安心できる介護を―市民のつどい 
    日野市第５期介護保険事業計画に住民の声をとどけよう アピール   

 

 本日、私たち利用者家族、介護従事者、市民は、介護についての切実な悩みや要求をも

ちより、高齢者を地域でどのように支えていくかについて考え合い、交流しました。 

 国は、「高齢者が地域で自立した生活を営めるよう、地域ケアシステムの実現をめざす」

として、来年４月に改正介護保険法の実施を予定していますが、その内容は、介護を受け

ている人、介護を担っている人の願いにこたえるような根本的な制度改革になっていませ

ん。介護予防サービスの切り下げを可能にするしくみが新たに導入される一方、介護職員

の待遇改善策はなお不透明であるなど、介護現場に不安がひろがっています。 

 一方、日野市においては、自治体としての努力がつづけられているものの、高齢化がす

すむなか、施設・在宅サービスの不足、介護と医療の連携不足、重い利用料・介護保険料

負担など、解決すべき課題は依然山積しています。介護従事者の深刻な不足はかねてから

指摘されてきたことですが、この問題も、本日のつどいで改めて浮き彫りになりました。 

 介護不安をなくし、誰もが年をかさねても安心して住み続けられる福祉のまち・日野を

つくるために、共同のとりくみが大切であることも、今日のつどいで共有できたことです。 

 よって私たちは、尊厳ある老後のために、国が利用者家族と介護現場の深刻な実態を打

開する抜本的な方策を講じるよう、ここに強く要望します。同時に、日野市においては、

現在、策定中の「第５期介護保険事業計画（日野市高齢者福祉総合計画）」に、以下の内容

を十分に反映させていただくよう要望するものです。 

 

１、２０１２年度新設の「介護予防・日常生活支援総合事業」については、すべての人が 

 現状のサービスを継続的に利用できるよう適切な対応策を講じてください。 

２、特別養護老人ホームの入所待機者を解消することをはじめ、施設・在宅サービスを必 

 要なだけ確保してください。 

３、医療的ケアが必要な要介護高齢者が増加しているなか、介護と医療の連携を強める対 

 策を講じてください。 

４、低所得者が在宅や施設で安心してサービスを利用できるよう、費用負担を軽減する措 

 置を講じてください。 

５、介護保険料の引き上げをおこなわないようにしてください。 

６、見守り、配食、買い物支援などの施策を拡充してください。 

７、介護従事者の処遇を改善するために、国に介護報酬とは別枠で人件費を事業者に補助 

 するよう要望してください。市としても、独自の支援策を拡充してください。 

 

      ２０１１年１１月２６日 「安心できる介護を―市民のつどい」参加者一同 
































